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A－186    味 覚感 度・ 調 査研%  （ 第 ＼ 飯） 一雄 大生 の≫|:饗が度 とC  M  I の胡係 一

大阪信 堂々･啓院組 沢象政　　　　　o 護冊 ま 美　 垣本　 も

丈m 薫英ず ふ短欠蒙政 ゛　　　　　　 斑 鰐 虻芙゛

a 的　 練t.rt 食物 斟八 左ち ずる欠 きな 奪国? あヽ リ. 打'. 柏 手的 にも精紳 的 にも彩 響を

受 ヴ る･  ̂言 われひ ヽる.    そこ･で･, 本 丸験t･ ,? ， 特に精坤 的 引 則面 と姉 乞 の識 別に どの様<l

関係 がある なヽ 乞始 干m 討 しfc  ので･報 告した い．

力拡　 対 象よ 本営院 社瓢 生々 ふ(/? 心 ひ歳 ）肪 名f　 検I:  a 17 b豺口外年z  月 に支施 し

K.   畦将検 査は 午販 のCM  l 健 赤調 査長 を用いt  ,  味f  筥能検査 ぽ.   Ungw 川 ・ 構 粟l  K

試験紙 法 乞改 粧レ 甘味（ 果糖Z.5  °A ）塩味(  參塩 ∂,パ ）祓1=* い エソ竣 卵z  ) 苦味

（ フi  ニIレ 手才り レ ア0.0  /z%) の濃度に調 製I  re  疲It  才 紙を波瀾i  もz 、尨埠 さ-tt re試

験 ）りを用いt.  味 の識男特ﾇ ，卜 い卜 べ ‥ また 笛昧 につい 乙にI. 昧t 試験紙 乞用いt  ,   vt

盲検 査り 乱ヽ.   味l か^ 本丸験 の対 象 から稼夕 ̂I 匹

結 果.     C M    1健.康調査 表 の峠 果より. i 領域（lo- 理巾 £.常餅 判≪'J きれる老)  象v-- 1 禰

域 い心理的 正常釧友 あヽる可能往 が’塊 い む　 乞A  絣a  = 73 と.レ　 皿殲域（ 坤 紅雀 乙･あう可祗

住 が`強 い 釣 友ぴ･TV-領域（ 坤 経症 ど刑 鬼 い

の正解率 乞比軋狭 討しre.  各咽 灘味 の誓怖の £解率は ，酸味80 ト 忿乖ク7 % ,   塩味so  Z ,

甘味?7  % でわ づe  が,    りf  If A  耕 に比ぺ･tヽsﾛ味 と.もに,t 解 牽ば仏 い値 乞示U  , 汗 に酸^i ヽ

ば.   A ,群?3  %　B 群 び7' 1-, 塩味 いn　A  粘n  'I'. B 群50  % 乙’,   両老 乙危険率5｀^  J-:A 下心

鳥t- の長^- 緩 めら れた..

A－187    色差の興討（第千報）一色養艶?II暴威一

椙ム々学圖叉蒙政　o 橋本冷子　加籐雪枝 趨ム籐子

目的　 色差I' ＼i　微渥的評 価 と巨親的評 抑･(･ヽぐ考元ら 剋.A 弟　 色を比ぺる際　 色相

明 蔑．彩度 が名n 異な 肌 極 めてわず 力ヽな色り羞.の評 勘 と．ー より叉きな 色り隻 を評 価t る

場 か が 巧ゐ．端り視的 なg;  に つい ては.    さきに明 度変化 ．彩 覆変化り相 違 による 色相 諏 別間

包求 め軸､恣 してき た, 与a  ぼ　 Ｊ 工s 凛 勝 色粟 力ヽ らべ表 地^  選iJiし　 巨視的 な立場 よ') 色

差･つ評 価s. 行 な い邑 兎唇.間-k 構 べ寸ろ 乙とも に. 微 視的 な評 価 二り 関連性^it, 求 した．

方宏　 試料 は　 痢 回作製 した明晟 ら 彩 度-g ･り色票 色唄い、 か尺irヽ ら/ｱ 尺P   まで 一護 寸

る卸 色相 を選 此し た．提 示､試 料 は円形配S  乙し、直径/θcw-り 円を漆面瀬 り2 色で構成 レ

／μ 対 玄詐 成 し た． 駆 感判定 はJ  L  S １ y ク23 に殖 しヽ .    方紙 はS   D 去､こよ')   ゙ 邑り^ お 乃

ゐ″’鯉 差性む な い
‥ 対比作

お 乃る゛’琳弱感 が馮る"    の今K. 戻 とし.   評/iffi･ﾕぐ段楷 でヽ行 なっ

た、 こり評価1･ヽ ら林e 耳 型数 量肥宏*    ffl   いて.   邑 相り 甕 朗今a.  を構 成 し仙 また色和識別

聞 ヵヽら鼻 弧 レた巧度可知 差巽(. j ．恢d  ）・ 数 による堡関 布置 も求:めに較襖討 し.   空問布置

１ らヽ燐接 寸る邑相 間･り湘 対的 距皐 庖幕 政 したK. 痍 乙、j.tt.  d り数 乙の一似性 乞調 べ’化．

結果　 本哭販 に痢い た 吽尺屎 による 色差･^ 空間冷 置､ﾕ ． ぷ尺、/OB,    タ尺戸 離ヽ れ、孤

り 色相 ヽa ず心聊 で集中 し■X あヽ り、空 間距離 が天きい もり ＼iど 色差択 又き い こと£示 してい

る.     J . 我d    り数 による咀 咄布 置 は　/0  B Cf   乙/乙･尺P   沢冲々 雌 れているかご特 に尺さく 離 れ ﾌこ゚

も めはなく　 ぽぼ均 一･こ散々 レ・ いゐ． 刄 尺洩 乙j.n.d  とり相 関･ﾕ 、 弾弱感 をりl-<  5  尺

度 について 舛 べて一致 性ヵく認 め られ た．以 よ よーり. -^ 聊的 評緬-c  微 視的評 楠 ば同様 つ判 気

泡し てヽヽゐもり 乙考 恚られ ．前身延まで･り 糾果 は色篆 り巨.;視的評 価 にも応 用でぞる.




